
宮
みやいり

入　健
たけ

誠
し

  議員

質問項目ここが聞きたい!
一 般 質 問

（一般質問の文章は、質問者の責任で作成しています）

担い手不足への対応は

体制・環境づくりを推進

民
生
児
童
委
員

問　

町
に
お
け
る
民
生
児
童

委
員
の
現
状
は
。

町
長　

高
齢
化
の
進
行
に
よ

り
、
独
居
高
齢
者
や
高
齢
者

の
み
の
世
帯
の
増
加
、
認
知

症
や
生
活
困
窮
に
よ
る
支
援

ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
な
ど
、
見

守
り
や
相
談
対
応
の
必
要
性

が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
委

員
の
負
担
も
大
き
く
な
っ
て

き
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て

い
る
。

問　

働
き
方
を
考
慮
し
た
活

動
費
補
助
の
見
直
し
は
。

福
祉
健
康
課
長　

民
生
児
童

委
員
は
、
法
律
に
基
づ
き
厚

生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

る
非
常
勤
特
別
職
の
地
方
公

務
員
で
あ
り
、
制
度
上
報
酬

を
受
け
な
い
事
と
さ
れ
て
い

る
。

  

一
方
で
、活
動
に
伴
う
交
通

費
や
通
信
費
等
の
実
費
的
な

経
費
で
あ
る
活
動
費
は
、
委

員
の
活
動
を
下
支
え
す
る
上

で
重
要
で
あ
る
。
活
動
の
実

態
や
物
価
上
昇
等
を
踏
ま
え

る
中
で
、
県
を
通
じ
て
活
動

費
の
充
実
を
要
望
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

  

ま
た
、民
生
児
童
委
員
は
地

域
の
見
守
り
役
と
し
て
、
町

か
ら
福
祉
委
員
を
委
嘱
し
、

そ
の
報
酬
を
支
給
し
て
い

る
。
社
会
状
況
の
変
化
に
伴

い
活
動
内
容
や
負
担
が
増
え

て
い
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
活
動
実
態
や
財
政

面
、公
平
性
等
も
整
理
し
、検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

　

問
題
を
抱
え
込
ま
な
い
環

境
を
整
え
、
就
任
へ
の
心
理

的
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
担
い
手

確
保
へ
つ
な
げ
て
い
く
。

宮
みや
入
いり
　 健

たけ
誠
し 議員 10ページ

① 災害時の対応について	
② 民生児童委員について

大
おお
森
もり
　 茂

しげ
彦
ひこ 議員 11ページ

① 子育て支援について	
② 国保の行方は
③ 町職員の働き方について

中
なか
村
むら
　 忠

ただ
靖
やす 議員 11ページ

① 長期総合計画について

滝
たき
沢
ざわ
　 幸

ゆき
映
てる 議員 12ページ

① 安心して暮らせる町へ

玉
たま
川
がわ
　 清

きよ
史
ふみ 議員 12ページ

① ヤングケアラーへの対策について
② さらなる産業振興のために

水
みず
出
いで
　 康

こう
成
せい 議員 13ページ

① 上下水道事業について	
② 交通体系について

民生児童委員協議会定例会
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大
おおもり

森　茂
しげひこ

彦  議員

住民の生活を支援する窓口

職員の働き方

労
働
強
化
で
は
な
い
か

有
給
休
暇
を
奨
励
し
て
い
く

問　

高
市
首
相
は
、「
働
い

て
、
働
い
て
、
働
い
て
、
働
い

て
、働
い
て
ま
い
り
ま
す
」と

宣
言
。そ
の
後「
労
働
時
間
の

規
制
緩
和
の
検
討
」を
厚
生

労
働
省
に
指
示
。
今
国
会
の

施
政
方
針
演
説
で
は
、
裁
量

労
働
制
の
見
直
し
を
宣
言
。

裁
量
労
働
制
は
、
財
界
が
以

前
か
ら
提
案
し
て
き
た
も
の

で「
定
額
働
か
せ
放
題
」と
も

言
わ
れ
て
い
る
。
町
職
員
の

時
間
外
勤
務
、休
憩
時
間
、有

給
休
暇
の
取
得
状
況
は
。

総
務
課
長　

職
員
の
超
過
勤

務
は
月
当
た
り
10
時
間
か

ら
14
時
間
、
管
理
職
も
同
様

の
状
況
で
あ
る
。
休
憩
時
間

は
、
窓
口
電
話
応
対
な
ど
の

体
制
維
持
に
留
意
し
、
自
席

で
の
読
書
、
休
憩
室
で
仮
眠

を
と
る
な
ど
思
い
思
い
の
場

所
で
休
憩
し
て
い
る
。
保
育

士
は
空
き
保
育
室
な
ど
を
利

用
し
て
い
る
。
有
給
休
暇
の

取
得
状
況
は
年
次
休
暇
取

得
率
で
は
、
令
和
3
年
度
が

15
・
7
%
、5
年
20
・
3
%
、

7
年
22
・
7
%
と
年
々
上
昇

し
て
い
る
。

問　
有
給
休
暇
の
取
得
率
で

は
、
令
和
7
年
度
県
全
体
の

調
査
結
果
に
よ
る
と
、
平
均

年
次
取
得
率
は
69
・
4
%
、

令
和
6
年
度
の
全
国
平
均
は

66
・
9
%
。
町
と
の
こ
の
開

き
を
ど
う
見
る
か
。

総
務
課
長　

町
で
把
握
し
て

い
る
取
得
率
と
、
国
・
県
で

算
出
方
法
が
違
う
。
国
・
県

に
比
べ
る
と
低
い
状
況
で
は

あ
る
。
年
々
上
昇
し
て
い
る

が
、
業
務
分
担
を
含
め
検
討

し
、
今
後
計
画
的
な
有
給
休

暇
の
取
得
を
奨
励
し
て
い
き

た
い
。

中
なかむら

村　忠
ただやす

靖  議員

事業・施策の共通理念は

人と安心の暮らし実現

長
期
総
合
計
画

問　
第
6
次
長
期
総
合
計
画

（
後
期
計
画
）の
基
本
的
な
考

え
は
。

町
長　

各
施
策
の
共
通
テ
ー

マ
と
し
て
、「
S
D
G
s
の

達
成
」
と「
デ
ジ
タ
ル
変
革

へ
の
取
組
」に
資
す
る
事
業

を
、
引
き
続
き
積
極
的
に
取

り
入
れ
て
い
く
。

　

ま
た
、
全
て
の
事
業
・

施
策
に
共
通
す
る
理
念
と

し
て
、
新
た
に「
w
e
l
l-

b
e
i
n
g（
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
）の
実
現
」を
掲
げ
、

町
民
一
人
ひ
と
り
の
心
身
の

健
康
だ
け
で
な
く
、
人
と
の

つ
な
が
り
や
安
心
し
た
暮

ら
し
の
中
で
の
自
己
実
現
を

図
っ
て
い
く
。

問　

第
4
章「
防
災
・
減
災

対
策
」の
具
体
的
な
取
組
は
。

建
設
課
長　

主
要
河
川
整
備

で
は
、
千
曲
川
に
つ
い
て
は

毎
年
各
関
係
機
関
で
合
同
巡

視
を
実
施
し
、
洪
水
時
に
越

水
、
漏
水
、
崩
壊
な
ど
の
危

険
性
が
高
い「
重
要
水
防
箇

所
」の
確
認
を
行
い
、優
先
的

に
整
備
す
る
よ
う
要
望
す
る

ほ
か
、
そ
の
他
河
川
に
つ
い

て
は
、
河
川
維
持
や
砂
防
整

備
な
ど
の
取
組
を
引
き
続
き

行
っ
て
い
く
。

問　

第
5
章「
未
来
へ
つ
な

ぐ
子
育
て
と
学
び
の
ま
ち
づ

く
り
」の
取
組
は
。

子
ど
も
支
援
室
長　

新
た
な

子
育
て
支
援
策
と
し
て
は
、

今
後
予
定
さ
れ
る
新
複
合
施

設
の
整
備
に
よ
り
、
保
健
・

福
祉
・
医
療
・
教
育
な
ど
の

関
係
部
署
が
一
体
と
な
っ
た

相
談
支
援
体
制
を
構
築
し
支

援
の
さ
ら
な
る
充
実
が
図
ら

れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
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滝
たき

沢
ざわ

　幸
ゆき

映
てる

  議員

基本条例制定の考えは

継続して企業振興を図る

産
業
振
興

問　
制
度
資
金
の
利
用
状
況

は
。

町
長　
12
月
末
現
在
、60
件
、

約
9
億
3
6
0
0
万
円
の

利
用
で
、
前
年
度
の
年
間
利

用
件
数
と
融
資
額
を
超
え
て

い
る
。
経
営
基
盤
を
強
化
す

る
た
め
の
資
金
確
保
が
多
い

と
分
析
し
て
い
る
。

問　
小
規
模
企
業
振
興
基
本

法
で
個
人
事
業
主
、
従
業
員

5
人
以
下
の「
小
企
業
者
」

な
ど
を「
地
域
経
済
の
主
役
」

と
位
置
づ
け
て
い
る
。

　

中
小
・
小
規
模
企
業
振
興

が
主
役
で
あ
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
、
町
が
ひ
と
つ
に

な
っ
て「
坂
城
の
企
業
を
盛

り
上
げ
る
」と
い
う
決
意
共

有
の
た
め
、
現
在
の
商
工
業

振
興
条
例
を
ベ
ー
ス
に
町
・

企
業
・
町
民
の
責
務
を
明
確

に
し
た「
中
小
企
業
・
小
規

模
企
業
振
興
基
本
条
例
」を

制
定
す
る
考
え
は
。

町
長　

他
市
町
村
の
中
小
企

業
・
小
規
模
企
業
振
興
条
例

を
見
る
と
、
基
本
理
念
な
ど

は
、
も
の
づ
く
り
の
町
と
し

て
培
っ
て
き
た
長
い
歴
史
の

中
で
、町
は
も
ち
ろ
ん
、町
内

の
中
小
企
業
や
大
企
業
、
関

係
機
関
、
町
民
が
す
で
に
認

識
し
、
実
行
し
て
い
る
内
容

で
あ
る
。　

　

新
た
な
条
例
を
制
定
す
る

の
で
は
な
く
、町
商
工
会
、さ

か
き
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
、
テ

ク
ノ
ハ
ー
ト
坂
城
協
同
組
合

や
関
係
機
関
、
関
係
団
体
と

連
携
す
る
中
で
、
坂
城
町
の

全
て
の
企
業
の
振
興
が
図
れ

る
よ
う
、
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
い
く
。

デマンド交通

本
運
行
の
成
果
実
績
は

延
べ
４
２
６
２
名
利
用（
1
月
末
）

問　
令
和
7
年
度
本
運
行
の

成
果
は
。

町
長　

道
路
運
送
法
に
基
づ

き
、
実
証
実
験
を
経
て
本
運

行
を
開
始
し
た
。
対
象
は
75

歳
以
上
の
高
齢
者
で
、
料
金

は
1
回
5
0
0
円
、
時
間
は

利
用
者
か
ら
の
延
長
要
望
に

よ
り
、
平
日
の
午
前
9
時
か

ら
午
後
5
時
ま
で
運
行
し
て

い
る
。

　

登
録
後
、
事
前
予
約
に
よ

り
町
内
49
か
所
の
停
留
所
ま

で
乗
り
合
い
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
、
利
便
性
向
上
の
成

果
が
表
れ
て
い
る
。
要
望
と

し
て
は
地
元
の
集
ま
り
や
習

い
事
な
ど
、
公
民
館
利
用
の

た
め
、
停
留
所
と
し
て
追
加

の
声
が
あ
る
。

　

今
後
も
利
便
性
の
高
い
地

域
公
共
交
通
の
構
築
と
、
複

数
の
交
通
手
段
の
効
率
的
な

連
携
、
よ
り
多
く
の
方
が
便

利
に
利
用
で
き
る
仕
組
み
づ

く
り
を
目
指
す
。

問　

介
護
認
定
者
で
歩
行

困
難
に
よ
り
車
椅
子
を
利
用

す
る
行
動
は
困
難
が
伴
う
。

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス（
有
償
）

は
利
用
目
的
が
限
ら
れ
て
お

り
、
車
椅
子
タ
ク
シ
ー
に
補

助
金
等
の
支
援
を
望
む
。

福
祉
健
康
課
長　

現
在
、
町

内
移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
体
制
が
な
く
、
通
院
以
外

の
外
出
時
の
困
り
事
は
個
々

の
状
況
に
応
じ
た
手
段
の
情

報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
状

況
を
把
握
し
、
支
援
の
必
要

性
な
ど
検
討
し
て
い
く
。

玉
たまがわ

川　清
きよふみ

史  議員

頼れる支援拠点
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上田地域市町村議会議員研修会
 演 題　「議員間討議とチーム議会」
 講 師　早稲田大学 名誉教授   北

きたがわ

川  正
まさやす

恭 氏

水
みずいで

出　康
こうせい

成  議員

広域化について

最適な手段である

水
道
事
業

問　
上
田
長
野
地
域
水
道
事

業
広
域
化
を
進
め
る
上
で
町

の
方
向
性
は
。

町
長　

水
道
事
業
の
課
題
と

し
て
、
将
来
を
見
据
え
安
定

的
な
水
道
水
を
供
給
す
る
た

め
、
広
域
化
が
最
適
な
手
段

の
一
つ
で
あ
る
。
住
民
全
体

の
利
益
享き
ょ
う

受じ
ゅ

の
た
め
に
積

極
的
に
関
与
し
て
い
く
。

問　
下
水
道
事
業
マ
ン
ホ
ー

ル
蓋
や
カ
ー
ド
の
取
組
み
へ

の
考
え
は
。

建
設
課
長　

ご
当
地
マ
ン

ホ
ー
ル
蓋
を
訪
ね
歩
く
観
光

客
や
熱
心
な
カ
ー
ド
収
集
家

も
い
る
。
カ
ー
ド
発
行
の
購

入
予
算
や
役
割
・
効
果
な
ど

を
含
め
、
研
究
し
て
い
き
た

い
。

公
共
交
通
利
用
促
進

問　

交
通
系
I
C
カ
ー
ド

導
入
効
果
へ
の
期
待
は
。

建
設
課
長　

3
月
14
日
に
し

な
の
鉄
道
全
駅
で
交
通
系

I
C
カ
ー
ド
端
末
機
が
設
置

さ
れ
た
。
利
用
者
の
鉄
道
利

用
促
進
と
利
便
性
向
上
、
町

内
店
舗
で
の
決
済
導
入
に
よ

り
消
費
拡
大
な
ど
経
済
効
果

が
期
待
さ
れ
る
。

問　
利
便
性
向
上
と
安
全
確

保
は
。

建
設
課
長　

今
後
、
後
期
基

本
計
画
5
ヶ
年
で
の
取
組
み

と
し
て
、
テ
ク
ノ
さ
か
き
駅

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
に
代

わ
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策

を
、
し
な
の
鉄
道
と
連
携
し

て
検
討
し
て
い
く
。

導入された交通系ICカード端末機（坂城駅）

　

１
月
27
日（
火
）、
上
田
地

域
市
町
村
議
会
議
員
研
修
会

に
お
い
て
、「
議
員
間
討
議

と
チ
ー
ム
議
会
」を
テ
ー
マ

に
、
北
川
正
恭
氏
を
講
師
に

招
き
研
修
会
が
開
催
さ
れ

た
。

  

北
川
氏
は
県
議
会
議
員
３

期
、
衆
議
院
議
員
４
期
を
経

て
三
重
県
知
事
を
２
期
務

め
、「
生
活
者
起
点
」の
理
念

の
も
と
事
業
評
価
シ
ス
テ
ム

の
導
入
や
情
報
公
開
の
推
進

を
進
め
、
地
方
分
権
改
革
を

け
ん
引
し
て
き
た
。
達
成
目

標
・
手
段
・
財
源
を
住
民
に

示
す
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
提
唱

者
と
し
て
も
知

ら
れ
て
い
る
。

  

講
演
で
は
、議

会
は
単
な
る
議

決
機
関
で
は
な

く
、
議
員
間
討

議
を
通
じ
、
政

策
の
質
を
高
め

る
場
と
し
て
機

能
さ
せ
る
必
要

が
あ
る
と
示
さ

れ
た
。
個
々
の
主
張
を
ぶ
つ

け
合
う
だ
け
で
な
く
、
論
点

を
共
有
し
、
合
意
形
成
を
図

る
過
程
そ
の
も
の
が
議
会
力

の
向
上
に
つ
な
が
る
。

  

特
に
強
調
さ
れ
た
の
が

「
チ
ー
ム
議
会
」と
い
う
視
点

で
あ
る
。

  

議
員
、
住
民
が
一
体
と
な

り
、
地
域
に
貢
献
す
る
チ
ー

ム
を
育
て
て
い
け
る
か
が
重

要
で
あ
る
。
地
域
を
変
え
よ

う
と
す
る
力
は
個
の
延
長
線

上
に
は
な
く
、
議
会
そ
の
も

の
が
学
習
す
る
組
織
と
し
て

機
能
し
、
全
体
で
質
を
高
め

続
け
る
必
要
が
あ
り
、
た
だ

の
集
合
体
で
は
な
く
、
共
通

の
目
的
と
信
頼
関
係
を
基
盤

と
し
た
組
織
と
し
て
の
議
会

を
築
い
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
と
提
起
さ
れ
た
。  

　

今
回
の
講
演
は
、
議
会
運

営
の
在
り
方
を
見
直
す
重
要

な
示
唆
と
な
っ
た
。

（
塚つ
か

田だ　

舞ま
い

）
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